林業部会レポートの集約とコメント

岩井　吉彌
北山杉の生産振興・需要拡大についての集約：
「現在ある北山杉資源を最大限に生かして、積極的な市場開拓・用途開発・情報発信・宣伝活動をしていくべきである。」
コメント：用途開発（設計コンペ・腰板・日本画家と連携した置物・家具・小物・照明器具）・市場開拓（中国市場開拓・東京富裕層開拓）情報発信と広報活動（ホームページ・パンフレット・修学旅行生の磨体験・ビデオの作製・登録商標認定済み）進行中
他方、登録商標全く機能せず
価格低下と売上高の減少止まらず　手入れされず北山杉の適木減少
　　　京都市の景観保全事業も裏目
　　　林業経営の採算とれず　1ヘクタール当たり投下費用800万円、伐採収入100万円
思い切った方策が必要・・・　北山杉ブランド（登録商標）に基づいた厳選販売と技術者集団の維持
北山杉景観保全・観光についての集約：
①「伝統的景観を保全しつつ、地元民が中心となって、地元産業や生活に役立つ事業をしていく必要がある。」
コメント：文化庁の「文化的景観」指定に向けて自治会の推進委員会で検討中　北山杉林＋倉庫群　観光業をもう一つの柱
景観保全だけでなく経済活動・文化的活動・福祉活動をも目的
倉庫群の中に地元料理店・カフェテラス・北山杉加工品販売店・森の産物店・茶室・北山杉資料館を作り、磨き加工実演・方言を使った老人による地域ガイドによって、雇用の場を作り、生きがいを創出　同時に北山杉ファンを作り出す
②「162号線沿いのコースとして、高雄や総合センターなどと連携して行くべきである。」
コメント：高雄・かやぶきの里（美山町）・片波株杉群（京北）・芦生演習林などとの連携
総合センターとの連携は未定
北山杉は、世界一古い林業、北山台杉は、世界に誇るべき育林技術で熱帯林の再生方法にもヒントを与えるので、世界にアピールできる
世界にも例のないタイプの林業観光地　京都からのワンデイツアー
③「新しいアートと組み合わせてはどうか。」
コメント：伝統的なものとの調和・地元の人たちの受け入れ・文化的景観との関係
地域づくりについての集約：
「住民主体で進めていくべきである。」
コメント：その方向で進めている、倉庫群改修資金1億円以上をどうするか（外部資金の導入）　「観光地化すると、ゆっくり余生を過ごせない」という人をどう説得するか
資　料　３　








